
かかりつけ医等
在宅医療推進研修会

～「おおむね在宅、ときどき入院」を実現する双方向の連携を目指して～

平成28年度 広島市在宅医療・介護連携推進事業（広島市受託事業）

主催：広島市連合地区地域保健対策協議会（広島市在宅医療・介護連携推進委員会）
日医生涯教育講座（申請予定）、日歯生涯研修（申請予定）

12月11日 9:30～12:30
　　　　（8:45受付開始）

平成28年 日 参加費
無　料 500名

（申込先着順）

定員日時

広島国際会議場「ヒマワリ」会場

医師、歯科医師、薬剤師、看護師、介護支援専門員、地域包括支援センター職員、行政職員等

問い合わせ先
一般社団法人 広島市医師会地域医療課（ＴＥＬ：０８２－２３２－７３２１）
広島市健康福祉局高齢福祉部地域包括ケア推進課（ＴＥＬ：０８２－５０４－２６４８）

対象
広島市中区中島町１番５号（平和記念公園内）

第　　　部

講 演
1 地域包括ケアの推進と在宅医療への期待

厚生労働省老健局振興課長　三浦 　明 氏

第　　　部

講 演
2 地域の人々を支える在宅医療を目指して

医療法人社団実幸会いらはら診療所院長　苛原 　実 氏

第　　　部3 広島大学医学部地域医療システム学講座教授
（広島市在宅医療・介護連携推進委員会委員長）

質疑応答と
意見交換 竹内 啓祐 氏

コーディネーター

参加申し込みは裏面をご覧ください。

略　歴　等：平成4年3月東京大学法学部卒業、同年4月厚生省（当時）入省。厚生労働省医政局医事課
　　　　　　課長補佐、 保険局医療課課長補佐、桑名市副市長、大臣官房総務課企画官等を歴任。
　　　　　　平成27年10月保険局医療課保健医療企画調査室長となり、平成28年度診療報酬改定を担当。
　　　　　　平成28年6月からは現職として介護保険法の改正等に携わるなど、医療・介護分野のエキスパートである。

略　歴　等：昭和56年3月徳島大学医学部卒業、千葉西総合病院整形外科部長等を経て平成６年に千葉県柏市に
いらはら整形外科を開業。開業と同時に在宅医療に深く携わり、平成９年に同県松戸市にいらはら診療
所を開業、移転する。今も在宅医療の第一人者として活躍中。

学会幹事等：NPO法人在宅ケアを考える診療所・市民全国ネットワーク会長、全国在宅療養支援診療所連絡会監事、
全国在宅医療会議構成員

著　　　書：「医療・介護福祉連携とチーム介護」日本医療企画　２０１２年　他多数



かかりつけ医等在宅医療推進研修会 参加申込書

参加者氏名 職　　　種

申込先 （FAXまたはEメールでお申し込みください）
広島市 健康福祉局 高齢福祉部 地域包括ケア推進課 行

※Eメールでお申し込みの際の注意事項
　☞件名を「在宅医療推進研修会申込」としてください。
　☞本参加申込書をご利用いただくか、本文に『所属・所在地・連絡先（TEL）・
　　参加者氏名・職種』をそれぞれご記入ください。

または

ＦＡＸ ：０８２－５０４－２１３６

Ｅメール : hokatsucare@city.hiroshima.lg.jp

所　　　属　　：

所　在　地　　：

連絡先（TEL）　：

平成28年12月11日（日）9:30～12:30（8:45受付開始）日時

広島国際会議場「ヒマワリ」会場

締切：平成28年11月21日（月）必着（定員500名：先着順）

※ご記入いただいた個人情報は、本研修会の運営のみに使用します。
※参加申し込みが多数の場合は、申込先着順とさせていただきます。その際には、別途
ご連絡をいたします。（申し込みが定員内の場合はご連絡いたしませんので、当日会場にお越しください）

※お越しの際はできるだけ公共交通機関等をご利用ください。


